ぜひ皆様のご意見を頂きたく。

親現役ネット

学びの会「異文化国家との勝てない戦い」　 浜地道雄　TBE03660@nifty.com
開催：２００４年１月２１日（水）１８：００～

ひとたび事件が起こると一過的に情報が飛び交う。テロ、戒厳令、炭素菌、SARS等々。1973年オイルショックの際、現場にいた商社の石油担当として直接経験した裏話だが、OPEC側は自信があって交渉を始めたわけではなかった。日本のトイレットペーパー狂乱ぶりが報じられ自信を深めたという。日本が騒いでくれたお陰で高値の商談が成立したと感謝された。（逆に言えばあの時日本人が淡々と生活していたなら石油価格はもっと安値で取引きされただろう）

付和雷同し騒ぎ立てることがなんと無益であることか？

私の原点はここにある。
イスラムの碩学黒田寿郎教授は「イスラムの理解は難しい。一番良いのは現地の生活体験である」と吐露している。ニチメンの石油担当として、長く中東に生活し、現在はニューヨークと行き来するものとして、その「文化のギャップ」を語りたい。

ハンチントン教授の「文明の衝突」がブッシュ政権（の強攻策）に影響を与えてると思うが、実は衝突するのは（文明でなく）文化である。
文化とは（広辞苑によれば）人間生活上の内面的、精神的なものであり、基本的に変えようもない心の状態、習慣であり、その典型は宗教である。（「お袋の味」「方言」「訛り」）もそうだろう。
生まれて以来、否、先祖代々肌に摺込まれた文化（=宗教）から、「ある日目覚める」ことはありえない。
イラク攻撃についての日本を含む西側の論調は当初から「（圧倒的軍事力による）短期決戦」、｢西洋型民主化」、「勝たねばならない戦い」であるし、「独裁体制が壊れれば、疲弊した国民の価値観も教育とメディアによって変わり得る」という点に集約される。
しかし、バグダッド陥落、「勝利宣言」から半年、フセイン元大統領拘束がセンセーショナルに報道されてから一ヶ月余。実態としてはその後、確たる進展もなきままに、自衛隊のイラク派兵が現実となりつつある。
私は産経新聞ファンで、昨年、米英軍がイラク侵攻開始した翌日、3月22日付「アピールで」欄で「これは異文化の戦い、つまり宗教戦争であり、（イスラム）信仰心の深さよりして、勝てない戦い」と投稿し採用された。

「この世での苦労があの世での楽園につながる」というコーランの教えはイスラム教徒の個人、家族、集落、国家、世界と全てのレベルでの絶対生活訓である。宗教心を緩和することは堕落であり、自分の存在を否定することにつながる。又、そこには「挑まれた戦いには堂々と立ち向かえ」（2牝牛186節）とも明記されている。
9・11事件以後の、アフガニスタン攻撃、イラク侵攻、という一連の報道・解説を翻ってみると、「異文化、つまり異宗教の衝突」という、ことの核心が欠如している。無宗教日本(人)にとって、分かりにくいところではあるが、イスラム教徒にとり聖典コーランは絶対生活訓である。　4人の妻帯も条件付きで許されており（4「女」2節）、「どうしてか？」と尋ねても、「コーランに書いてあるから」。ピリオド。それ以上でもそれ以下でもない。
コーランの規律（vs. アメリカ文化）：

· 金利禁止　（vs. マネー・ゲーム、デリバティブ）

· 偶像禁止　（vs. ハリウッド、映画、アイドル）

· 男性優位　　(vs.ウーマン・リブ、女性マネージャ)
· 同性愛禁止 （vs.同性結婚、ホモ、ゲイ、レス）
· アルコール禁止　
· 豚肉禁止
· 犬が嫌い

といった絶対訓からすれば「アメリカ文化」は堕落であり、アラー神への冒涜である。それが商業主義に乗って、イスラム圏に入り込んできている。これを「挑戦」と受け取り、9・11の「報復事件」となった面がある。

元来宗教は「原理主義」なのであり、信心深い、信仰心の厚い、というのと同義語である。それが、イコール＝テロという短絡化は間違いである。

テキサス出身のメソジスト（規則=原理）派ブッシュ大統領が二〇〇一年の九・十一事件の直後に口走った「十字軍」という言葉は致命的本音である。十字軍はキリスト教からみると「聖戦」だが、イスラム教徒から見ると「宗教弾圧」と同義語である。また、開戦演説では「Millenium」と言及した。これは聖書上非常に重要なハルマゲドン後のキリスト臨在（パルシア）よる平和な千年紀を指すのであり、自己の正当化（＝聖戦化）のために引用しているとも言える。しかし、キリストを神と認めてないイスラムでは、この千年統治そのものを認めていない以上、ブッシュ大統領の言う「聖戦」を嫌悪こそすれ是認しない。
イスラムの実生活で最重要なこととして、「この世での善行で、あの世の楽園に入れる（2牝牛20節）。　これはしばしば貧困とも結びつき、「この世で苦労すればするほどあの世で楽ができる」となり、つまり、打たれれば打たれるほど強くなる国民、庶民となってくる。「（西洋型）民主化」とは指導者を選挙で選ぶことだろうが、イスラム下ではありえない。
では、なぜ「勝てない戦い」に派兵するのか？という原点を、実行の前に再確認すべきであろう。ことは聖書時代以来の怨念である「パレスチナ問題」という泥沼に帰結する。宗教対決である以上、勝負はつかないのは歴史が証明するところである。
意見交換ＭＥＭＯ

Ｑ：コーランに「異教徒は殺してしまえ～」とあるがその影響は？

Ａ：「汝らに戦いを挑むものがあれば堂々とこれを迎え撃つが良い（2章牝牛、186節）」

アメリカの「堕落文化」が侵入してくることを「挑戦」と受け取ってる。

年末サウジアラビアで、色んな人に聞きまくった。彼らにはビンラディンに対する同情心がある。
アメリカ（軍）に対する不快感がある。（たとえば女性兵士の存在そのものとか、人前で泳いでいるなどは言語道断。）

中東圏ではパスポートの宗教欄に「なし」と書くと入国できない。つまり無宗教＝無神論＝アナーキズムという解釈である。

Ｑ：イスラムは砂と岩の文化であり、対してインドネシアや日本は緑が多いという圧倒的な環境の違いがある。
　Ａ：世界で最大のイスラム国家(二億のうち、1億８千万人)であるインドネシアにおける総選挙はうまくいってない。答えはない。「お互い違うのだ」ということを理解して共存してゆくしかない。貧困の環境と結びついていることは否定できない。

Ｑ：お互い違いを認めることが必要。

　　全てが平等ということがおかしい。

Ａ：天皇制にも及ぶ話だが、終戦時に一夜にして立場が変わったのは天皇が（一神教の）神ではなかったからだと思う。東欧、アルバニア同様、北朝鮮も一夜にして変わると思う。
コーランでは自殺は禁止されており、フセインが自殺をしなかったことを「潔よしとしない」日本の論調はおかしい。赤穂浪士とはまったく違う。
自爆兵士のように攻撃して死ぬのは「聖戦」であり、自殺ではない。

Ｑ：ユダヤ教やキリスト教にくらべれば新興宗教であり、“他人を殺すことができる”

コーランが維持できているのはなぜか？

Ａ：十字軍もイスラム迫害をやってきた。「この世で苦労すればするほどあの世で楽になる」と教えられているから打たれ強い。

　
Ｑ：宗教は他宗教と共存するものが本来の宗教だと思う。

地球がグローバル化して情報がたやすく得られ、貧富の異常な差ができてしまっていることを皆が分かってしまうことも戦いに発展している一つなのではないか？

（ＵＳＡだけが繁栄していると思い込む）

Ａ：「一神教」にとっては妥協、（他の宗教に）寛容というのはない。 
貧困の環境と結びついていることは否定できない。

Ｑ：中東の国々の分割された線引きのうっぷんが９．１１を引き起こしたのではないか？

　　石油はイスラム圏にあるのはどんな意味があるのだろうか？

Ａ：クエートに侵攻した問題。サダムフセインにしたら「これは（石油のある）我々の庭である」という考えかた。歴史的に（西洋に）搾取されてきたという意識はある。
Ｑ：「4人の妻」の問題だが、戦争未亡人に対する福祉という側面があるのではないか。

A：　「未亡人を救う」という大義名分がある、というのはあったのだろうと推測はする。

　

Ｑ：なんといっても宗教より「石油」である。アメリカも引けないのはそこだ。

A：　根底に石油問題があるのは間違いない。人道問題というなら「ソマリア、リベリア」等々いくらでも対象はある。

Ｑ：タリバンが悪いというのは一方的？では。

A：タリバンというのは「（イスラム）神学生」という意味で、「狂信者」「テロ」と決め付けるわけにはいかない。

Ｑ：「勝つ」という意味はどういう事なのか。
A：　「（西洋型）民主主義化」とアメリカは主張している。

民主化の典型はリーダを選挙で選ぶことだろう。しかし、男女不平等のコーランの元では

総選挙は非常に難しい。武力で仕返しをして「勝つ」と考えているのは間違っている。

Q：　ではどうすべきなのか？

A：　本当に難しい。ドンドン泥沼に入り込んでいる。小泉さん、川口さん、石破さんなど、自信満々なのが怖い。　ベトナムと同様、結局は撤退しかないだろう。
アメリカに「No」ということも必要。

とにかくコーランを一読し、「異文化」を知ること。「お互い違うのだ」ということを理解して共存してゆくしかない。貧困の環境と結びついていることは否定できない。

　　
